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銀行・企業閣の貸借データに基づく銀行業界の動向と破綻プロセスの解析
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1 はじめに

本研究はう呂本の約2000社の上場企業と約 160の銀行の貸信ネットワーク (1)を対象としう日本

の金融機関の構造を明らかにすることを目的としている.解析ではうまず金融機関同士のつながり

を明確にするために?銀行と企業のネットワークをラ銀行のみのネットワークに縮約 (2)する.そし

てラネットワークのつながり強度を空間的な距離に置き換えて描写するバネモデ、ル切により可視

化をおこなう.このときうどのような縮約モデルを採用するかでう強調される銀行間のつながりの

様梧が変化する.これらを踏まえた上でうバネモデルで異なる縮約の可視化結果そ比較する.

2 解析手法

2.1 ネットワークの結約

銀行，企業のネットワークから共通の企業に融資を行っている銀行同士を新しいリンクでつない

でいく.新しいリンクに融資額をどのように反映させるかでう 1つのリンク講造から異なる特徴老と

らえたネットワークを生成することができる.今西辻銀行tと銀行jとの留の重みをBijとし，(i) 

銀行の規模を反瑛したモデ、ル:古二本十本ぅ (ii)リンク構造のみを反映したモデ、ル:Bij = 1ラ

(註i)銀行の貸出擾先度を反映したモデル:Bij二金÷誓を採用したここでう Aik，Ajkは企業

たに対する銀行i，jの融資額う AゎAjはそれぞれの銀行の貸与の総額を表す.

2.2 バネモデルーネットワークの可視化

パネモデルとはう重み付きネットワークを可視仕するために開発された手法である.全てのノー

ド間にリンクの重みに比例するばね定数と?反比例する自然長のばねを取り付けう物理空皆上にお

いてバネエネルギーが最小となるノード配置を決定する.

3 可視化結果-異なる鋸約の特徴の比較

先に述べたう 3つの異なる結約を行ったネットワークをパネモデル老用いて可視イとした.図 1'"'-'3

はモデル(iii)で得られた結果の一部である.ここで宅 (x)はネットワーク全体の重心を示す.1980 

年う 1999年ヲ 2007年を中心に都市銀行(0)，地方銀行{口)ぅ第二地方銀行(ム)の比較をおこなった

またう可視{とと併せてバネモデル5回の結果老用いて各銀行がネットワークの重心からどの程度離

れているのかを分布関数を用いて定量的に調べた.

モデル (i)の可視化で;まうどの年代でも都市銀行が重心付近に分布しヲ地方銀行う第二地銀の顕に

重心から離れて分布する層状構造が可視化と分布関数で示された.モデル(ii)ではう 1980年.1999

年には層状構造が見られたが.2007年には蔀子長銀行がネットワークの外艇に分布する.分布関数で
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もう書状構造が崩れていることが確認されたモデル (iii)の場合比 1980年(国 1)と1999年(図2)

ではヲ都市銀行がまとまって記置されていたがう 2007年(図めにはう都市銀行が散在している.またう

分布関数においてもう明確な層状構造は確認で、きなかった.

都市銀行はう多くのリンクと大きい重みでイ芭の銀行とつながっているがう数は少ない.そのためう

銀行の規模を震映するモデ、ル(i)ではうどの年代でもネットワークの重心村近に存在する.リンク構

造のみを反映させたモデ、ル(めではう都市接行は年代を経ていくごとに重心から離れていった.こ

れはう都市銀行の数の減少に伴い雪リンク数の観点から蔀市銀行のネットワーク上での重要性が低

く評価されたことを示す.またう貸出優先度を反映させたモデル (iii)ではう貸出額の割合でリンク

の強さが決定されている.そのためラ少数の企業に貸出を特化している銀行同士は大きい重みのリ

ンクを持ちヲ幅広く貸出を行っている銀行同士は小さい重みのリンクを持つ領自が強くなる.都市

銀行は幅広く貸出しているがヲその割合をみると 1980年う 1999年には共通の企業に力点を量いて

貸与している.だがう 2007年にはそのような共通融資が減少しうそれぞれの都市銀行が個別的に融

資先を選ぶ額向が高くなったために， 1980年ヲ 1999年に比べ都市銀行局士のばねが弱くなった.結

果として弓 2007年には都市銀行が散在して配置された.
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4 まとめ

今回今 3種類の異なるモデ、ルによる縮約を行った銀行関ネットワークを可視化しうその結果を比

較した.それぞれのモデルでヲ都市銀行の配置を比較するとうモデルの特性が良く反映されている

ことが確認できた.今後はう個々の銀行のふるまいを追跡することでう破綻現象に迫っていく.

(l)ATRの藤原義久氏提供の日経金融機関別措入金データ (1980年から 2007年の 28年間の間に各金融機

関が各上場金業に対する融資額の年次信報が寂録されている.金融機関にはう蔀市銀行ヲ地方室長行う第二地

方銀行などが含まれている.都市銀行の結対数は1980年の時点で 13行だが， 2007年の時点で半分以下の

6行に減少している)

(2)Y. Fujiwara et al.ヲ EconomicsE-JournalラVo1.3うNo.2009-7， 2009. 

(3)T. Kamada， S. KawaiうInformationProcessi時 Letters，31 (1)， 1989 pp.7-15. 
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